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This paper proposes an approach to blog distillation, i.e., searching for blog feeds that are principally devoted
to a given topic. We study this task for the purpose of regarding each of Wikipedia entries as a topic and linking
it blog feeds. First, in order to collect candidates of blog feeds for a given query, in this paper, we use existing
Web search engine APIs, which return a ranked list of blog posts, given a topic keyword. Next, we re-rank the list
of blog feeds according to the number of hits of the topic keyword in each blog feed. We also apply the proposed
blog distillation framework to the task of cross-lingually analyze multilingual blogs collected with a topic keyword.
Here, we cross-lingually and cross-culturally compare less well known facts and opinions that are closely related to
a given topic. Preliminary evaluation results support the effectiveness of the proposed framework.

1. はじめに
近年，ブログの爆発的普及により，多くの人が個人の関心や

評判などをウェブ上で発信するようになった．それに伴い，多
くの情報がブログを通じてウェブ上から取得できるようになっ
た．ブログからの情報収集の方法としては，既に多くのサー
ビスがあり，様々な研究もなされている．特定のキーワードに
対する評判情報や時系列分布をブログから取得するサービス
には Kizasi.jp∗1などがあり，また，キーワードでブログを検
索するサービスには Yahoo!ブログ検索∗2や Google ブログ検
索∗3がある．これらの検索サービスは，巨大なブログ空間に対
する索引付けという観点から見ると，キーワードや評判，時系
列変化などによる索引付けを行い，それらの索引を用いて利用
者の検索要求を満たすブログ記事やブログサイトを検索する，
と位置付けることができる．また，テクノラティ∗4のようなカ
テゴリ式のブログ検索サービスもよく知られている．この場
合，ブログ空間に対する索引付けという観点から見ると，主と
して人手により付与されたカテゴリ情報が，ブログ空間に対す
る索引であると位置付けることができる．
ここで，これらの既存のブログ検索サービスは，ブログ空間

に対する索引付けの粒度と体系化の二点において不十分であ
ると言える．まず，カテゴリ式のブログ検索サービスにおいて
は，人手により設定されたカテゴリの体系が十分な網羅性を持
つとは言えず，また，実際の検索要求に比べて，カテゴリの粒
度が粗すぎる傾向がある．一方，キーワードや評判，時系列変
化などによるブログ検索サービスの場合は，個々の索引の粒度
が細かく，また，それらの索引全体を体系化してとらえること
が困難である．したがって，利用者が，検索要求に対して適切
な索引を想起することができなければ，巨大なブログ空間に対
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して容易にはアクセスできない．
このような現状をふまえて，本研究では，巨大なブログ空間

へのアクセスを実現するにあたって，より適切な粒度で，しか
も，十分に体系化された索引付けの一つの方式として，あらゆ
る事柄が詳細に体系化された知識体系であるWikipediaと
ブログサイトを対応付けるアプローチをとる ．

[川場 08] では，Wikipediaエントリ名のブログサイト内で
の出現回数をブログサイトの順位付けに使用した．その結果，
被リンク数などで順位付けされる検索 API の出力順位より，
良い性能を達成することが出来た．しかし，[川場 08] の手法
では，ブログサイト内にエントリ名の同義語があった場合など
に，同義語の出現数を順位付けに反映できないという問題や，
ノイズが混入してしまうという問題も見られた．そこで，本稿
ではWikipedia から得られる情報を利用してエントリの同義
語や関連語を取得し，同義語や関連語のブログサイト内での検
索ヒット数をブログサイトの順位付けに利用した．同義語や関
連語の情報を利用したブログサイトの順位付けに利用する実験
を行った結果を報告し，本稿の手法が [川場 08]での問題に対
し，有効であることを示す．

2. Wikipediaを用いた同義語・関連語の収集
2.1 Wikipedia

Wikipediaとは多くの人が自由に書くことができるインター
ネット上の巨大な辞書のことであり，日本語で約 45万，英語
で約 220万のエントリ (2008年 1月現在)がある．さらに，11

のメインカテゴリ以下にサブカテゴリ，エントリが連なる，巨
大な木構造になっている．また，カテゴリが木構造のノードに
あたり，エントリが木構造の葉に相当する．図 1 に示すよう
に，日本の電気通信事業者カテゴリというノードの下にさらに
サブカテゴリがノードとしてつながっており，さらにそのカテ
ゴリの下の NTTグループサブカテゴリの下には日本電信電話
エントリが葉となってつながっている．
また，Wikipediaは多くの言語で書かれており，言語間リン

クを辿ることで他の言語で書かれたエントリを読むことができ
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図 1: Wikipediaの構造
る．本稿の実験に用いた日本語キーワードに対応する英語キー
ワードはWikipediaの言語間リンクの情報を使用した．

2.2 同義語・関連語の収集
[川場 08]では，Wikipediaのエントリ eに対して，エント

リ名 t(e) のみを検索トピックとして使用して検索を行った．
以下では，エントリ eに対して用いる検索トピックとしては，
Wikipediaエントリ名 t(e)を想定して説明を進める．ここで，
本稿ではエントリ名以外にも，Wikipedia から収集した同義
語や関連語を使用する．以下にブログサイトの順位付けに使用
する同義語・関連語の収集法について述べる．
まず，同義語の候補をWikipediaのエントリ eのリダイレ

クトから取得し，ノイズになりそうなものを人手で取り除い
た．エントリのタイトル t(e)と上記の手順により作成された
同義語の集合を合わせた集合を T (e)とする．関連語の候補は，
Wikipedia エントリの本文中の太字，強調文字とした．さら
に，エントリの子が存在する場合は子エントリのタイトルも関
連語の候補に加えた．最後に，Wikipediaエントリのタイトル
t(e)と関連語の候補 rの関連度を求め r の順位付けを行った．
関連度には以下の尺度 [佐々木 06]を用いた．

関連度 (t(e), r) =
t(e) AND r の検索ヒット数
t(e) OR r の検索ヒット数

関連語は一つのトピックから約 0∼200語取得できるが，その
中で関連度の高いものを 5∼10個使用した．さらに，明らかに
誤っているものを人手で取り除き，最終的に得られた関連語の
集合を R(e)とする．

3. Wikipediaエントリに対応するブログサ
イトの検索

3.1 ブログサイトの収集
本研究の目的は，Wikipedia の中のある特定のトピック

から，そのトピックについての意見や評判などの情報が書か
れているブログサイトを探し，対応づけるということであ
る．しかし，現在のブログ検索サービスでは，被リンク数の
多い人気ブログサイトの記事から優先的に検索されるため
に，被リンク数は多くないが，特定トピックについて濃い情
報を載せているブログサイトが検索されにくい．本研究の目
的を達成するためには，トピックについて濃い情報を載せて
いるブログサイトの集合を得る必要がある．そこで本稿では
そのブログサイトに検索トピックに関する事柄がどれくら
い述べられているかという尺度を設定し，その尺度の大き
さで検索トピックについて書かれたブログサイトかどうか
を判定するという手法を用いる．具体的には，図 2に示すように，
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図 2: 特定トピックに一致するブログの検索手法

エントリ名を検索クエリとした通常の検索方法でブログサ
イトを検索した後，検索されたブログサイト集合をあらか
じめ用意した尺度で並び替える．
どれくらい検索トピックについて述べられているかという尺
度については，3.2節で詳しく述べる．
ブログサイトを検索するために，本実験では日本語ブログの

検索には，Yahoo!Japan検索 APIを，英語ブログの検索には
米Yahoo!検索APIを利用し，日本語ブログでは大手 11社∗5，
英語ブログでは大手 12社∗6のブログ会社のドメ インに限って
検索を行った．検索の際には，複数のドメインを一度に指定し
て検索し，1000件の記事を取得する．しかし APIの検索では
ブログ記事単位の検索になるので，同一著者のブログ記事は一
つのブログサイトにまとめるという作業を行った．その結果，
1キーワードあたり約 200前後のブログサイトを取得すること
ができた．
本研究では，あるトピックに対する日英のブログサイトの

記述内容を，二言語間で対照分析するというタスクに対して，
本研究で提案するブログサイト検索手法を適用する．そこで，
評価実験に使用した検索キーワードとしては，Wikipedia の
エントリのタイトルを対象として，日本に関する幅広い分野
のトピックで，かつ，日本語・英語共にある程度の数のブログ
サイト集合が得られるようなトピック∗7を選定した．本稿では
これらのキーワードの中からドラゴンボール，新世紀エヴァン
ゲリオン，Wii，靖国神社の４キーワードを選び，評価実験を
行った．

3.2 ブログサイトの順位付け
[川場 08] ではトピック名のブログサイト内での出現回数の

多い順にブログサイトの順位付けを行った．しかし，表記揺
れなどがあった場合，そのトピックについて書かれているにも
関わらず，ランキング上位に上がってこないという問題があっ
た．そこでこの問題を解決するために，本稿では 2.2 節で述べ
た同義語・関連語の情報を使用して，収集したブログサイトの
順位付けを行った．本実験で使用した同義語及び関連語を表 1

及び表 2に示す．
[川場 08]ではWikipediaのエントリタイトル t(e)のブログ

サイト内での出現数 (以下 Scoretと表し「エントリ名のみ」と
呼ぶ)でのブログサイトの順位付けを行った．本稿ではこれに

∗5 FC2.com，yahoo.co.jp，rakuten.ne.jp，ameblo.jp，goo.ne.jp，
livedoor.jp，Seesaa.net，jugem.jp，yaplog.jp，webry.info.jp，
hatena.ne.jp

∗6 blogspot.com，msnblogs.net，spaces.live.com，livejour-
nal.com，vox.com，multiply.com，typepad.com，aol.com，
blogsome.com，wordpress.com，blog-king.net，blogster.co

∗7 パフィー，ドラえもん，ポケモン，ドラゴンボール，新世紀エヴァ
ンゲリオン，セーラームーン，ハローキティ，ジャズ，交響曲，犬，
猫，ハムスター，ジャイアントパンダ，チワワ，ソニー，カシオ，任天
堂，ホンダ，トヨタ，三洋電機，キャノン，PS3，PSP，Wii，iPod，
ニンテンドー DS，靖国神社，原爆，寿司，自民党，民主党，富士山，
年金，捕鯨，テロ，博物館，水族館，ミュージカル，遊園地，ディ
ズニーランド，ボクシング，イチロー，松坂大輔，相撲，プロレス，
K-1
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表 1: 同義語
日本語トピック名 (英語トピック名) 同義語

(日本語ブログ) (英語ブログ)

ドラゴンボール (Dragon Ball) DRAGON BALL なし
Wii (Wii) Wii，Nintendo Wii，ニンテンドーWii Nintendo revolution，Nintendo wii

新世紀エヴァンゲリオン (Neon Gen-

esis Evangelion)

新世紀エバンゲリオン，Evangelion Evangelion

靖国神社 (Yasukuni Shrine) 靖国，靖國神社，東京招魂社 Yasukuni

表 2: 関連語
日本語トピック名 関連語
(英語トピック名) (日本語ブログ) (英語ブログ)

ドラゴンボール
(Dragon Ball)

ドラゴンボール Z，ドラゴンボール GT，サイヤ人，ドラゴ
ンボール AF，かめはめ波，天下一武道会，仙豆，ナメック
星，筋斗雲，界王拳

Dragon Ball Z，Dragon Ball GT，anime，
Akira Toriyamaf，Super Saiyan，film，fran-

chise

Wii (Wii) 任天堂，発売日，Wiiリモコン，セガ，バーチャルコンソー
ル，Revolution，ハドソン，Wiiウェア

Wii Remote，Strage，Mii，Virtual Console，
Memory，Wii games，Wii Points，Internet

Channel，Wii Balance Board

新世紀エヴァン
ゲリオン (Neon

Genesis Evange-

lion)

エヴァンゲリオン，エヴァ，綾波レイ，使徒，新世紀エヴァ
ンゲリオン まごころを，君に ，セカンドインパクト，パチス
ロ，惣流・アスカ・ラングレー，エヴァンゲリオン新劇場版

mecha，manga，Angel，1.0 You Are

靖国神社 (Ya-

sukuni Shrine)

英霊，良識の府，政教分離，九段下，九段，東京招魂社，忠
魂，忠霊

なし

加え，同義語・関連語の情報を利用したブログサイトの順位付
けを行った．以下に詳細を述べる．
本稿では，同義語・関連語をOR検索，もしくはAND検索

しブログサイトの順位付けに使用した．OR検索を用いた順位
付けとしては一つのブログ記事内での同義語・関連語の異り数
を重複せずにカウントするものと，重複してカウントするもの
の 2種類がある．重複せずにカウントするものは，同義語・関
連語のあらゆる要素を OR検索したヒット数 (以下 ScorerOR

と表し，「エントリ名 OR 関連語 (重複なし)」と呼ぶ) を順位
付けに使用する．重複してカウントするものは，同義語・関連
語のそれぞれの要素をブログ内検索したヒット数の総和 (以下
ScorerORdと表し「エントリ名OR関連語 (重複あり)と呼ぶ)

を順位付けに使用する．また，AND検索はエントリタイトル
もしくはその同義語 t(t ∈ T (e))と関連語 r(r ∈ R(e)) のあら
ゆる組合わせの AND検索のヒット数の総和 (以下 ScoreAND

と表し「エントリ名 AND関連語」と呼ぶ)を順位付けに使用
する．以下にこれらの式を示す．

Scoret = Hits(t(e))

ScorerOR = Hits(OR(R(e) ∪ T (e)の各要素))

ScorerORd =
∑

t∈T (e)

Hits(t) +
∑

r∈R(e)

Hits(r)

ScoreAND =
∑

t∈T (e),r∈R(e)

Hits(t AND r)

また，APIの出力順にブログサイトを並べたものをベースラ
インとする．

4. 評価
4.1 手順
本稿の実験では 3.1節で述べた手法を用いて検索したブログ

サイトを，3.2節で述べた方法で順位付けした．順位付けされ
たブログサイトの上位 30ブログサイトと以下等間隔にサンプ

リングした 30ブログサイトを手動で評価し，その性能を比較
する実験を行った．実験に使用した 4キーワードの再現率・適
合率の推移を平均したプロットを図 3に示す．

4.2 考察
4.2.1 エントリ名のみを用いた順位付け
エントリ名の頻度のみを順位付けに使用する場合，被リン

ク数はあまり多くないが，そのトピックについて詳しく書いて
いるブログサイトを上位にあげることができる．しかし，日
英のブログ両方で見られた問題点として，プロフィールやアー
カイブ，などのサイドカラムの情報がノイズになるということ
が挙げられる．本稿の実験ではブログサイト内でのエントリ
名などの出現数に Yahoo!API の検索ヒット数を用いている．
Yahoo!APIはWeb検索の APIであるため，ブログサイトの
サイドカラムを本文と区別して扱わない．そのため，サイドカ
ラムの情報はすべての記事についてカウントされてしまう．
特に英語のブログサイトでは，著者の好きなものなどを好

きなものリストとして羅列することが多く，ブログサイトの内
容と関係なしに，検索に使用したエントリ名が出現する，とい
うことがあり，エントリ名を用いた順位付けがベースラインよ
りも下回る結果になった．
4.2.2 同義語・関連語の OR 検索のヒット数を用いた順位

付け
エントリ名 OR 関連語（重複あり）による順位付けと，エ

ントリ名 OR 関連語（重複なし）による順位付けの結果を比
較した．その結果，日英共に，エントリ名 OR関連語 (重複あ
り)による順位付けが，エントリ名 OR 関連語 (重複なし)に
よる順位付けを上回る結果になった．これは，検索トピックに
関連する語が同じブログ記事に同時に存在すると，重複ありの
場合は，その記事にでてきた同義語・関連語の異り数だけカウ
ントされるが，重複なしの場合は 1 回としかカウントされな
い．そのため，そのトピックについて詳しく書かれたブログサ
イトが上位に上がることができなかったと考えられる．
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図 3: 特定トピックのブログサイト検索の評価結果 (4キーワード分)

4.2.3 エントリ名・同義語と関連語の AND 検索のヒット
数を用いた順位付け

ScoreAND を使用した順位付けは，他の手法と比較してより
良い性能を達成した．これは，AND検索を行うことで，4.2.1

節で述べたサイドカラムのノイズがなくなるためであると考え
られる．本手法では，[川場 08] で問題となったサイドカラム
の影響を少なくすることができた．
4.2.4 まとめ
本稿の実験の結果，エントリ名と関連語のブログサイト内

での AND検索の検索ヒット数を順位付けに使用することで，
より良い性能を達成することができることがわかった．
しかし，日英ブログ共に，どの手法でも見られた問題点とし

て，そのトピックについて詳しく書いているブログサイトであ
るにも関わらず，ブログサイトの記事数自体が少ないために，
キーワードの出現数が低くなってしまい，他のブログサイトよ
りも下にランキングされてしまうというものがある．今後，こ
れらの問題の解決の為に，ブログ記事の本文，コメント，プロ
フィールなどのサイドカラムに記載されている情報を区別して
検索する必要があると考えられる．

5. 日英ブログの言語対照分析
本研究の，特定のトピックに対するブログサイト検索の一つ

の重要な応用として，日英ブログの言語対照分析がある．本稿
の手法によって，特定のトピックについて詳細な内容が書かれ
たブログサイトを収集することができる．これを複数の言語に
ついて行い，その内容を比較することで，そのトピックに関し
て，片方の言語に特有の意見や関心を発見することができる．
[川場 08] では，日英ブログサイトにおける意見や関心の違い
をマイニングする手がかりとして，各言語のブログから共起語
を抜き出して比較するアプローチをとった．
取得した共起語を日英で比較し，特徴的な語が現れたブロ

グサイトを調べた結果，商品・作品等に関するキーワードでは
社会的な興味，需要の違いを反映した結果が得られ，社会問
題に関するキーワードでは相反する意見が見られた．例えば，
ゲーム機のWii だと，日本語ではゲームソフトなどの共起語
が現れ，英語では Hackなどの共起語が見られた．ブログサイ
トの中身は，日本語ではゲームのレビューなどが多く，英語で
はWiiで自作ゲームを動かす，といったWiiの改造について
の記事が見られた．また，社会問題の靖国神社だと，日本語で
は，合祀，反日などの共起語が得られ，英語ではWar Shrine

や Japanese militarismなどの共起語が見られた．ブログサイ
トでは日本語は靖国神社参拝に肯定的な意見が多く，英語では
否定的な意見が多くみられた．

6. 関連研究
ブログサイトの検索としては TREC2007 年 Blog Distilla-

tionタスク [Macdonald07]があげられる．これはある特定の
トピックについて詳しく書かれていて，繰り返し見たいと思う
ブログサイトを探す，というものである．このタスクはブログ
の検索を目的としており，知識体系との対応付けは行わないと
いう点で本研究とは異なる．その他にも，ブログ著者が詳し
い知識を持っている分野を推定し，その知識の深さに基づいた
Webコンテンツのトラスト評価を行う研究 [竹原 04]などがあ
る．他には，ブロガーの熟知度に基づき，ブログサイトをラン
キングする研究 [中島 08]などがある．この研究はマニアの多
そうなキーワードを集めたマニア辞書をあらかじめ作成して
おき，その辞書のトピックからブログサイトを検索していると
いう点で本研究とは異なる．また，同じ事象について，複数の
情報源の情報の伝え方の異なりかたを分析する研究 [吉岡 07]

もある．この研究では複数の国の代表的なメディアが発信する
ニュースを情報源として，各々の国の世論がどのように事象を
分析しているかの理解を図ろうとしている．

7. まとめと今後の課題
本稿ではWikipediaとブログサイト集合の対応付けのため

に，特定のトピックについて書かれたブログサイトの検索を行
い，関連語などを用いた尺度で順位付けし，その結果を比較
した．今後は，日英でのブログサイトの分布を調べるために，
Wikipedia をサンプリングし，大規模な検索実験を行う予定
である．
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